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ベトナムに乾杯
砂名の

第14回　テトはいつもホーチミンで過ごす

月森砂名（つきもりさな）

奈良県出身。同志社大学卒業。2015 年、ベトナ
ム初の角打ち【日本酒で乾杯！】に続き、2020 年、
Pham Viet Chanh にて日本酒専門の「角打ちのあ
る酒屋」【蔵 KURA】をオープン。経営に携わる。
東京で舞台撮影や制作の仕事をする傍ら、作家活
動を行う。2009 年よりNPO 法人 Layer Box にて、
日本の伝統文化について、大学、高校、専門学
校とともに、PV、3D、CG などのコンテンツ制作お
よび世界発信を行う。

　ここ5年間、テト（旧正月）はずっとホー
チミンから出ずに過ごしている。テトの時
期は航空運賃がバカ高くなるため、一時帰
国も旅行もテト期を外すようにしている。
　ホーチミンで初めてテトを迎えた2016
年は、今よりもっと街の中が静まり返って
いた。店はどこもシャッターを閉め、バイ
クも車もいない。レタントン通りなど目を
つむっても渡れるほどだ。排気ガスはな
く、蒼く澄み切ったホーチミンの空は、ま
るでカリフォルニアの青い空だ。
　サービスアパートメントでは、メイドさ
んが2～3日前からソワソワと荷造りを始
め、当日は持ちきれないほどの手土産と
ともにさっさと消え、アパートは静まり返
る。居残り組の住人の洗濯や掃除は、大
家さんの奥様がやっていた。ご自宅では
メイドさんに家事をまかせっきりにしてい
らっしゃるのだろう。アイロン掛けの手つ
きがおぼつかない。次の年、大家さんご
夫妻は家を新築するためアパートの一階
に一時的に引っ越して来られた。アパー
トの最上階の祭壇にご先祖様の遺影を祀
り、花を飾り、お料理を供え、お光を上
げておられた。親戚やお孫さんたちが次々
と訪ねて来られて賑やかだった。居残り
組の私に、ベトナムの代表的な正月料理、
もち米に青豆や豚のひき肉を入れて葉で
包んで蒸す「バインチュン（北部）」や「バイ
ンテト（南部）」、ハムなどくださる。
　しかし一週間近く休みがあるので頂き
ものだけでは食べてゆけない。飲食店や

スーパーもみな閉まっている。頼みの綱
はレタントン通りのサイゴンスカイガーデ
ン1階「ファミリーマート」だけ。それも一
週間入荷がなく、まずパンから売り切れ
てゆく。続いて惣菜系、野菜、肉、冷凍
食品、そしてついにカップ麺、インスタン
ト麺の棚が空っぽになったときは驚いた。
しかしさすがにファミリーマートは商売熱
心だ。翌年ぐらいから在庫を補填するよ
うになり、昨年は、テト明けにはどの棚も
びっしり商品で埋まっていた。
　グエンフエ通りでは干支のオブジェや
イルミネーション、花や盆栽で飾られ、
飲食店、雑貨店、本屋などの露店商で賑
わっている。新年0時から15分間だけ打
ち上げられる花火が目当ての人も多い。
昨今はランドマーク81の屋上からの花火
も加わり、新年の花火イベントはさらにゴ
ージャスになった。
　この時期、観光客も多い。テトに数日

間だけ営業する弊店にも、日本から、ベ
トナムの他の地域からの日本人観光客、
居残り組のお客様らがお見えになる。み
なさま「どこもお店が閉まってる」とボヤキ
ながら、レタントン界隈に足をお運びに
なる。
　一度、中部の片田舎からいらした日本人
駐在員の方たちが観光に来られた。普段
は山の中で作業をしていらして、ホーチミ
ンの発展度、都会度に興奮気味だった。
　「だって僕たちは会社の懇親会で、串に
刺したコオロギの丸焼きを『はいっ』って
渡されるんですよー」
　日本ではそんな発展の格差はさすがに
もうないが、ベトナムではまだまだ都心
部と地方では、発展の格差がずいぶんあ
るのだなと感じたエピソードだった。
　今年は未曽有の、出たくてもどこにも
海外には行けないテトとなるが。いかが
過ごされるであろうか。弊店【蔵 KURA】
は休まず営業する。

ベトナムの正月料理の定番。北は四角（写真）だが南は
筒型。切るのに刃物を使うと餅がくっついて、にっち
もさっちもいかなくなる。結んでいる紐を使うと上手
に切り分けられる。
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